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データに重み付す9点空間スムージングと，重み付け3

点時間スムージングを施した後にFourier近似を行う

手法でこれらのパラメータを算出している．この手法の

精度を検討するため，Fourier近似は1次から4次まで

を試み，それぞれの近似誤差を求め，EQ法と比較した．

その結果，局所解析には2次，左室全体の解析には3～4

次が最適であり，EQ法と比し精度のうえでも遜色のな

いことがわかった．

11．Thallium－201心筋シンチグラフィーによる特発性

　　心筋症の検討
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　Thallium－201心筋シンチグラフィーを特発性心筋症

37例（肥大型（HCM）：20例，拡張型（DCM）：17例）お

よび対照群17例に行い，左心の大きさを表すLV　area，

左心全体の心筋量を表すLV　uptake　index，心室中隔と

左室自由壁各10matrix当たりの壁厚に関係するWall

uptake　ratioおよび心室中隔と左室自由壁とのthalli㎜・

201摂取率の比（IVS／LVFW）を求め，定量的評価を行

った．

　1）HCM，　DCMともLV　area，　LV　uptake　indexは

増加し，LV　areaはHCMよりDCMで大であった．

しかし，Wall　uptake　ratio，　IVS／LVFWはHCMでは

高値を示し，増加を示さないDCMより大であった．

　2）HCMでは，　LV　area，　LV　uptake　indexとも左室

壁厚と正相関を示した．DCMでは，　LV　areaは左室容

量と正相関を示したが，Wall　uptake　ratioは左室容量

とは負相関を示した．

　以上より，HCMけよびDCMの病態を評価する方法

として有用であると考えられた．
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を行った．肺のclearanceの指標として洗い出し曲線の

半減時間，指数近似を行って求めたT1／2　exp，洗い出し

曲線下の面積を洗い出し開始前と開始120秒後の平均

countの差で除して求めたT（AIH）を用いた．肺の閉塞

性障害の基準としてFEV　1．0％を用い，換気の効率を

示す基準として，V　min／（FRC十TT）をTurn　oyer　rate

と定義して用いた．各clearanceの指標はFEV　1．0％と

r＝－0．78～－0．86の有意な負の相関を示し，Turn　over

rateとは，　r＝－0．74～－0．81の有意に逆比例の関係に

あつた．133Xeの肺内からの洗い出し曲線には気道の閉

塞性変化と，換気の効率の両方が影響を与えているもの

と考えられた．

13．RI　venographyによる上大静脈症候群と側副血行路

　　の検出
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　RI　venographyが上大静脈症候群（SVC）の診断およ

び治療効果の判定に有用であるか否かを検討した．被検

者を以下の5群に分けた．1群；正常例，II群；臨床的

にSVCを合併していない肺癌例，　III群；臨床的にSVC

を合併している肺癌例，IV群；炎症性肺疾患又は良性

肺腫瘍例，V群；縦隔腫瘍例．　Tc－99m　MAAを仰臥位

で前腕より静注し，γ℃ameraを上縦隔に位置させdata

をcomputerに収録し，その後に通常の血流肺scanを

施行した．

　RI　venography上，1群とIV群では全例とも腋窩，

鎖骨下，腕頭，上大静脈，右心とsmoothに描出された．

II群では4例に，　III群では全例に，　V群では1例に側

副路が検出された．SVCを合併した5例では治療効果

判定の為繰り返しRI　venographyを施行し，2例で側副

路が消失し著明な改善を認めた．

　RI　venographyは簡便であり，被検者への負担が少な

く，SVCの診断および治療効果の判定に有用である．

12・133Xeガス吸入法による局所的なwash　out指標の

　　意味
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133Xeを用いてSemi・equilibrium　wash　out法で検査
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